
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2026. 2.21(土)ー5.10(日) 

[ギャラリートーク]　　2026.3.28（土）、5.2（土）　13：30-14：00

[休館日]　毎週月曜日(祝日の場合はその翌日)、祝日の翌日(日曜日を除く)

[観覧料] 

一般：300(210)円　大学生：200(140)円　高校生以下無料 

※()内は20人以上の団体割引料金 

※障がい者手帳をお持ちの方と付き添いの方1名無料

〒865-0016　熊本県玉名市岩崎 117 

玉名市立歴史博物館こころピア　
⁻ ⁻Tel:0968 74 3989  

e-mail：kokoropia@city.lg.jp

 

同時開催

金栗さんの聖地をめぐろう！

当館のチケット半券を各施設で提示した方 
（先着 200 名様）にノベルティをプレゼント！ 
詳しくは館受付または HP をご覧ください。 

※開館日・観覧時間等は各施設へお問合せください

金栗四三の生家(和水町中林) 

金栗四三翁住家・資料館（玉名市上小田）

金栗生家 住家資料館



 
 
 
 
 

   展示資料一覧

 番号 資料名 年代

 1 アントワープ大会ランニングシャツ 不明

 2 アントワープ大会胸章　日の丸 大正９（1920）年

 3 アントワープ大会胸章　日章 大正９（1920）年

 4 金栗足袋 不明

 5 第5回オリンピックストックホルム大会55周年記念冊子 昭和42（1967）年

 6 第5回オリンピックストックホルム大会プログラム 明治45（1912）年

 7 写真　第5回オリンピックストックホルム大会開会式入場行進　プラカードを持つ四三 明治45（1912）年7月6日

 8 写真　ユニフォーム姿に金栗足袋を履いた四三 大正13（1924）年７月

 9 写真　金栗四三夫妻　和服姿で 不明

 10 写真　５５年ぶりのストックホルム訪問　54年8ヶ月6日5時間32分20秒3でゴール 昭和42（1967）年3月21日

 11 写真　アントワープ出場日本選手一行記念写真 大正9（1920）年11月

 12 スウェーデンオリンピック委員会経理部長スベン・ラフトマン氏からの手紙 昭和42（1967）年3月1日

 13 スベン・ラフトマン氏の手紙の翻訳文 昭和42（1967）年3月1日

 14 昭和五年当用日記 昭和5（1930）年

 15 葉書　ハワイ　ホノルル 大正9（1920）年5月24日

 16 葉書　シカゴ 大正9（1920）年6月15日

 17 葉書　ワシントン 大正9（1920）年6月24日

 18 葉書　ニューヨーク　マゼスティ 大正9（1920）年7月5日

 19 葉書　スイス　バーゼル中央駅 大正9（1920）年9月6日

 20 葉書　スイス　ベルンプリストルホテル 大正9（1920）年9月7日

 21 葉書　ローマ駅前　ホテルコンチネント 大正 9（1920）９月１４日

 22 葉書　イタリア　ポンペイ 大正 9（1920）９月１7 日

 23 葉書　イタリア　ローマ駅 大正 9（1920）９月１8 日

 24 葉書　スイス　ヂュネブ湖畔 大正9（1920）年9月10日

 25 葉書　フランス　パリ　インターナショナルホテル 大正9（1920）年9月20日

 26 葉書　フランス　ウエルサユ 大正9（1920）年9月21日

 27 葉書　フランス　リオン 大正9（1920）年9月25日

 28 昭和42年ストックホルム訪問の土産　鶏 昭和42（1967）年

 29 写真　アメリカプリンストン停車場にて 大正9（1920）年6月27日

 30 ストックホルムオリンピックポスター 明治45（1912）年７月

 31 写真　ペトレ家と庭 昭和43（1968）年

 32 スウェーデンオリンピックマラソンコース 平成23（2011）年

 33 写真　再訪したストックホルムでサインを求められる金栗 昭和42（1967）年

 34 写真　東鶏冠山北堡塁にて 昭和5（1930）年

 35 旅行鞄 昭和2（1927）年頃

 36 スウェーデン王家の紋章入りカフスボタン 昭和42（1967）年頃

金 栗四三（1891-1983）は、玉名郡春 富村（現・玉名郡和水町）に生まれ、人生の多くを玉名市で
かなくりしそう はるどみ なごみまち

過ごしたマラソン選手です。明治45（1912）年の第５回オリンピック競技大会（1912/ストックホルム）
す

において、日本人初のオリンピック出場を果たしました。日本におけるマラソンの普及に尽力した金栗

は、今日、「日本マラソンの父」と呼ばれ、慕われています。 
した

今回の展示では、日記や葉書などの史料を基に、金栗が生涯をマラソンにささげる中で訪れた様々

な国について、その動向と共に紹介します。

（※資料番号は、展示の順番とは必ずしも一致しません）


